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1. 業務概要 

1.1 調査目的 

本業務は、麻機遊水地の自然再生事業の推進にあたり、自然環境に関するデータ蓄積の一

貫として、植生調査（植生図作成調査・群落組成調査）（夏）を実施し、次年度以降に実施す

る植生調査及び植物相調査の現地調査計画を立案することを目的とした。 

 

 

1.2 業務の名称等 

業務の名称等は以下のとおりである。 
 

業務の名称：令和 2 年度 麻委第 2 号麻機遊水地植生調査業務委託 

委 託 者：麻機遊水地保全活用推進協議会 

（静岡県交通基盤部静岡土木事務所河川改良課） 

〒422-8031 静岡市駿河区有明町 2-20 電話 054-286-9364 

受 託 者：株式会社 環境アセスメントセンター 

〒420-0047 静岡市葵区清閑町 13-12 電話 054-255-3650 

業 務 期 間：令和 2 年 6 月 25 日～令和 3 年 1 月 29 日 

 

 

1.3 業務項目 

本業務の業務項目は、次のとおりとする。 

 

■計画準備 

■現地調査 

 植生調査（植生図作成調査・群落組成調査） 

■現地調査結果のとりまとめ 

 植生調査（植生図作成調査・群落組成調査） 

■現地調査計画作成 

■報告書作成 

■有識者ヒアリング 

計 2 回（業務中間時、調査結果とりまとめ時） 

■打合せ協議 

計 2 回（業務着手時、完了時） 

 

 

1.4 調査対象地 

調査対象地は、麻機遊水地第 1 工区（22ha）とした（図 1.4.1）。 
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図 1.4.1 調査対象地（赤枠） 

 

 

1.5 実施方針 

本業務は、「令和 2 年度麻委第 2 号麻機遊水地植生調査業務委託 契約書」「令和 2 年度麻委

第 2 号麻機遊水地植生調査業務委託 実施設計書」「令和 2 年度麻委第 2 号麻機遊水地植生調

査業務委託 特記仕様書」に基づき実施した。 

 

 

麻機遊水地第 1 工区（22ha） 

麻機遊水地第 1 工区（22ha） 
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1.6 業務実施手順 

本業務の実施手順は、図 1.6.1 に示すとおりである。 

 

 

 
図 1.6.1 業務実施手順 

 

 

1.7 業務内容 

1.7.1 計画準備 

本業務の目的・内容を理解・把握した上で、業務の着手に先立ち、業務の実施方針・工程

等を確認し、「業務計画書」（本業務計画書）を作成するとともに、発注者と協議し、承認を

得た。 

 

 

1.7.2 現地調査（植生調査） 

過年度業務（平成 30 年度麻委第 3 号麻機遊水地植生調査業務）で作成した植生判読素図（図

1.7.1）を基に植生図を作成し、方形区法により群落を構成している、植物の種類、被度、高

さ等を調査し、GPS にて位置情報を記録した。現地調査時期・調査場所は、表 1.7.1 に示す。 

 

成果品納入 

現地調査 

社内照査 

打合せ協議① 

打合せ協議② 

社内照査 

植生調査（夏 1 回： 7～ 9 月）  
植生図作成調査 
群落組成調査 

計画準備 
業務計画書の作成 

植生調査  
植生図作成 

群落組成調査票、群落断面模式図作成 

現地調査計画作成 
現地調査計画の策定  

植物相調査 

植生調査 

報告書作成 
調査結果のとりまとめ  

成果品  
調査報告書 :2 部  

電子データ（ CD-R 等） :2 部  

有識者ヒアリング① 

有識者ヒアリング② 

現地調査結果のとりまとめ 
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図 1.7.1 第 1 工区の植生判読素図（平成 30 年度麻委第 3 号麻機遊水地植生調査業務報告書より引用） 

 

 

表 1.7.1 現地調査時期・調査内容 

調査場所 第 1 工区（22ha） 

調査時期 夏 1 回（7 月～9 月） 

調査内容 
植生図作成調査 
群落組成調査（32 方形区） 

 

 

(1) 植生図作成調査 

現地調査には判読素図、空中写真を携帯し、判読素図の区分と植物群落の対応を整理する

とともに、現地で群落の分布境界を記録した。群落の区分は、原則として国土交通省水管理・

国土保全局水情報国土データ管理センターのホームページで公開されている「植物群落リス

ト」に準拠した。ただし、公園・グラウンドのうち、利用頻度が少なく、調査時に高茎草本

の植生が成立している場合は、該当する群落名で区分した。また、判読素図や空中写真では

樹冠に隠れている主な道路（管理道路、散策路、車道）については、管理面を考慮し、道路

として区分した。 

 

 

(2) 群落組成調査 

群落組成調査は、植生図作成調査で確認された植物群落 1 区分につき 1 方形区実施した。
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なお、麻機遊水地の整備、管理の効果が検証できるよう、維持管理活動が行われている場所

（水田）を含めて群落組成調査地点を検討した。 

 

 1) 方形区の設置 

群落組成調査の方形区は、植生が典型的に発達している群落の中の、できるだけ均質な場

所を選定し設置した。また、方形区は重要種の生育環境が可能な限り含まれるよう、重要種

の生育位置を考慮して設定した。 

なお、適切な方形区の面積は対象とする群落の種類により異なるため、本調査における方

形区の大きさは、「平成 28 年度版河川水辺の国勢調査基本調査マニュアル[河川版]（河川環

境基図作成調査編）（国土交通省水管理・国土保全局河川環境課,平成 28 年 1 月改訂）」を参

考とした。 

 

表 1.7.2 群落の種類と方形区面積 

群落の種類 方形区面積 

高木林（樹高 4m 以上） 150～500 ㎡ 

低木林（樹高 4m 未満） 50～200 ㎡ 

高茎草原（ススキ草原） 25～100 ㎡ 

低茎草原（シバ草原） 10～25 ㎡ 

低茎草原（その他草原） 1～10 ㎡ 

耕地雑草群落 25～100 ㎡ 

出典）平成 28 年度版河川水辺の国勢調査基本調査マニュアル[河川版]（河川環境基図作成調査編）（国土交通省水管理・

国土保全局河川環境課,平成 28 年 1 月改訂） 

 

 

 2) 階層構造の把握 

各階層(高木層、亜高木層、低木層、草本層)の平均的な高さ、優占種、植被率及び胸高 

直径(木本の場合のみ)を測定し、記録した。木本類の階層別の目安は、おおむね以下のとお

りである。 

 

表 1.7.3 階層別の高さの目安 

階層名 高さの目安 

高木層 8m 以上 

亜高木層 4m 以上 8m 未満 

低木層 4m 未満 

出典）平成 28 年度版河川水辺の国勢調査基本調査マニュアル[河川版]（河川環境基図作成調査編）（国土交通省水管理・

国土保全局河川環境課,平成 28 年 1 月改訂） 

 

 

 3) 構成種及び被度・群度の把握 

方形区内に生育するすべての構成種を把握し、被度・群度を調査した。被度・群度 

については、ブロン－ブランケの被度・群度（図 1.7.2、図 1.7.3）により調査を行った。 
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出典）平成 28 年度版河川水辺の国勢調査基本調査マニュアル[河川版]（河川環境基図作成調査編）（国土交通省水管理・

国土保全局河川環境課,平成 28 年 1 月改訂） 

図 1.7.2 被度階級の模式図 

 

 

 

出典）平成 28 年度版河川水辺の国勢調査基本調査マニュアル[河川版]（河川環境基図作成調査編）（国土交通省水管理・

国土保全局河川環境課,平成 28 年 1 月改訂） 

図 1.7.3 群度階級の模式図 
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 4) 断面模式図の作成 

方形区内の群落の断面模式図を作成した。群落を構成するおもな植物の特徴(高さ、 

形態等)がわかるように、スケッチ等により作成した。 

 

 

1.7.3 現地調査結果のとりまとめ 
現地調査結果をとりまとめ、植生図を作成した。また、群落組成調査票と群落断面模式図

を作成した。 

 

 

1.7.4 現地調査計画作成 
次年度以降に実施する植生調査及び植物相調査について、現地調査計画を策定した。 

 

 

1.7.5 報告書作成 
上記の調査結果をとりまとめ、報告書を作成した。 

 

 

1.7.6 有識者ヒアリング 
業務中間時（群落組成調査前）、調査結果とりまとめ時の 2 回、有識者ヒアリングを行った。 

 

 

1.8 業務工程 

業務工程及び調査時期を表 1.8.1 に示す。 

 

 

表 1.8.1 業務工程 

項 目 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 

1.計画準備 A    

2.現地調査 

植生図作成調査 
   

 30  7 

群落組成調査 
   

  9 ,23        

3.現地調査結果のとりまとめ              

4.現地調査計画作成        

5.報告書作成         

6.有識者ヒアリング 
      

 28  24 

7.打合せ協議 
   

 6   20 

社内照査     
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2. 調査結果 

2.1 調査実施状況 

現地調査は以下の日程で実施した。 

 

 

表 2.1.1 調査概要 

項目 調査日 工区・面積・方形区数 調査方法 

植生図作成調査 
令和 2 年 7 月 30 日、 

令和 2 年 8 月 7 日 
麻機遊水地第 1 工区（22ha） 任意踏査 

群落組成調査 
令和 2 年 9 月 9 日、 

令和 2 年 9 月 23 日 

麻機遊水地第１工区 

（32 方形区） 
植物社会学的手法 

 

 

植生図作成調査    

    
(R2/7/30 撮影) (R2/7/30 撮影) (R2/8/7 撮影) (R2/8/7 撮影) 

    

群落組成調査    

    
(R2/9/9 撮影) (R2/9/9 撮影) (R2/9/23 撮影) (R2/9/23 撮影) 

写真 2.1.1 調査状況 
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2.2 植生図作成調査 

2.2.1 概要 

現地調査の結果、第 1 工区では、浮葉植物群落、一年生草本群落、多年生広葉草本群落、

単子葉草本群落、ヤナギ高木林、植林地（その他）、畑、水田、グラウンドなど、人工構造物、

開放水面の各分類に該当するものとして、計 39 の群落区分を確認した（表 2.2.1）。 

確認した 39 の群落区分のうち、土地利用を除く植物群落は 30 群落で、第 1 工区全体の

67.5％を占めた。植物群落のうち最も面積が広かったのは、ヒメガマ群落（15.5％）で、次

いで、オギ群落（10.1％）、セイタカアワダチソウ群落（9.1％）、キシュウスズメノヒエ群落

（7.1％）、ヨシ群落（6.9％）、の順であった。 

 

表 2.2.1 麻機遊水地第 1 工区で確認した群落区分 

色見本 植生基本分類 群落名 
面積 

（ha） 

面積 

（％） 

浮葉植物群落 ヒシ群落 0.1 0.2 

 

一年生草本群落 ミゾソバ群落 0.2 1.0 
オオイヌタデ－オオクサキビ群落 0.1 0.5 
オオオナモミ群落※ 0.1 0.5 
コセンダングサ群落※ 0.6 2.7 
メヒシバ－エノコログサ群落 0.9 4.0 
オオブタクサ群落※ 0.0 0.1 
カナムグラ群落 0.0 0.0 
ホソバヒメミソハギ群落※ 0.0 0.0 

 

多年生広 

葉草本 

群落 

アレチハナガサ群落※ 0.1 0.3 
セイタカアワダチソウ群落※ 2.1 9.1 
ヤブカラシ群落 0.1 0.3 
ギシギシ群落※ 0.1 0.3 
カゼクサ－オオバコ群集※ 0.0 0.0 
チドメグサ群落 0.1 0.3 

単子葉草本群落 ヨシ群落 ヨシ群落 1.6 6.9 
セイタカヨシ群落 0.0 0.2 

オギ群落 オギ群落 2.3 10.1 
その他の単子葉 

草本群落 

ウキヤガラ－マコモ群集 0.1 0.5 
カンガレイ群落 0.0 0.1 
ヒメガマ群落 3.6 15.5 
キシュウスズメノヒエ群落※ 1.6 7.1 
タチスズメノヒエ群落※ 0.4 1.8 
シマスズメノヒエ群落※ 0.5 2.3 
ススキ群落 0.0 0.1 
ジュズダマ群落 0.2 0.9 

 

ヤナギ高木林 タチヤナギ群集 0.1 0.5 
ジャヤナギ－マルバヤナギ群集 0.2 0.7 
ジャヤナギ－マルバヤナギ群集（低木林） 0.2 0.7 
シダレヤナギ群落※ 0.1 0.5 

植林地（その他） 植栽樹林群 0.2 0.7 
畑 畑地（畑地雑草群落） 0.0 0.1 

 

水田 水田（イネ） 0.0 0.1 
  水田（ハス） 1.5 6.7 
グラウンドなど 人工裸地 1.0 4.4 

 

人工構造物 構造物 0.1 0.3 
コンクリート構造物 0.0 0.2 
道路 2.6 11.3 

開放水面 開放水面 2.0 8.7 
合計   23.0 100.0 

※：外来種（概ね明治以降に人為的影響により侵入したと考えられる国外由来の動植物（国外外来種）））が優占する群落を示す 
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ヒメガマ群落

15.5%

オギ群落

10.1%

セイタカアワダチソウ群

落

9.1%

キシュウスズメノヒエ群

落

7.1%

ヨシ群落

6.9%メヒシバ－エノコログサ

群落

4.0%
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図 2.2.1 麻機遊水地第 1 工区 確認した群落の面積（植物群落は面積の大きい順） 
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(R2/7/30 撮影) (R2/8/7 撮影) (R2/7/30 撮影)

オオオナモミ群落 コセンダングサ群落 メヒシバ－エノコログサ群落 

(R2/8/7 撮影) (R2/7/30 撮影) (R2/7/30 撮影)

オオブタクサ群落 カナムグラ群落 ホソバヒメミソハギ群落 

(R2/8/7 撮影) (R2/9/9 撮影) (R2/9/9 撮影)

写真 2.2.1 麻機遊水地第 1 工区で確認した群落区分（1／3）
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